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県要綱に基づく大型店舗等出店届出のその後一
第109回常議員会開催・・・ーーー
中小企業為替変動対策緊急融資を拡充
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熱気あふれる会場
一第3回経営者シリーズ講座一

初回では低迷を続けた「経営者シリーズ講座」も回を追うにつれ、ご覧の
ような盛況となった。隔月に実施。大学の単位をとるような気持で、受講し
てみてはいかがですか。妥講料は無料です。(写真は第3回同講座の模様)
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今
回
と
次
回
に
わ
た
り
先
般
実
施

さ
れ
た
県
青
年
経
営
者
海
外
研
修
団

の
一
員
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
。
八
四
力
国

を
訪
問
さ
れ
た
当
所
青
年
部
の
虎
杖

氏
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
見
て
歩
き
」
な

る
も
の
を
掲
載
t
る
こ
と
に
し
ま
し

た
▼
今
回
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
ド
イ
ツ

編
で
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
ぶ
り
が
筆
者

の
目
で
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一
局
級
車
べ
ン

ツ
は
納
品
ま
で
五
年
か
か
る
と
か
人

魚
の
像
の
制
作
者
が
モ
デ
ル
の
脚
線

美
に
マ
イ
ッ
タ
と
か
興
味
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
交
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
町

々
の
風
情
を
展
開
し
て
い
ま
す
▼
次
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で
は
ス
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編
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す
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県
要
綱
に
基
づ
く
大
型
店
舗
等

出
店
届
出
の
そ
の
後
・

昭
和
馳
年
6
月
巧
日
県
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
指
導
要
綱
(
以
下
,
県

要
綱
,
と
い
う
)
が
制
定
き
れ
、
鄭
'
以
上
の
大
型
店
舗
等
設
置
者
に
届

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
現
在
当
所
会
頭
宛
に
届
出
の
あ
っ
矣
型
店
舗

は
7
店
舗
(
合
計
店
舗
面
積
八
一
、
三
二
六
'
)
で
あ
る
。
そ
の
内
、

和
聡
年
如
月
口
日
届
出
の
大
宮
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
(
大
宮
町
4
丁
目
・
店

舗
面
豬
一
、
一
五
五
金
)
に
つ
い
て
は
、
当
所
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
協

議
会
(
以
下
,
対
策
協
議
会
'
と
い
う
)
に
諮
り
調
整
を
完
了
し
た
。
残

る
6
店
舗
に
つ
い
て
は
現
在
対
策
協
議
会
に
太
い
て
審
義
中
で
あ
る
。

と
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
日
現
在
)

ン
タ
ー
出
店
は
、
周
辺
の
中
小
小

【
平
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

売
業
の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
の

セ
ン
タ
ー
】

影
響
が
あ
る
と
し
、
知
事
・
市
長

【
昭
和
詑
年
扣
月
π
日
〕
届
出
受
理

届
出
者
宛
通
知
。

当
所
会
頭
よ
り
小
売
部
会
長
に
対

叉
、
対
策
協
議
会
に
協
議
依
頼
。

し
周
辺
小
売
業
岩
の
意
見
取
り
ま

【
松
月
2
日
〕
対
策
協
議
会
打
合
せ

と
め
を
依
頼
。

会
開
催
。

【
扣
月
衡
日
〕
小
売
部
会
幹
事
会
開

【
松
月
円
日
〕
第
1
回
対
策
協
議
会

催
。

開
催
。

届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明
を
受

届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明
、
地

け
る
。

元
商
店
街
よ
り
意
見
聴
取
す
る
。

【
W
月
叫
日
]
小
売
部
会
主
催
に
ょ

と
の
結
果
 
3
つ
の
問
題
点
に
つ

る
出
店
計
画
説
明
会
を
開
催
。

い
て
小
委
員
会
で
協
議
す
る
と
と

【
れ
月
4
日
]
小
売
部
会
幹
事
会
開

と
な
っ
た
。
問
題
点
①
道
路
・
交

催
。

通
問
題
。
②
駐
車
場
問
題
。
③
経

当
シ
"
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
出

店
は
、
周
辺
の
小
売
業
に
与
え
る

営
問
題
。

影
響
は
大
き
い
と
判
断
、
そ
の
旨
【
昭
和
耶
年
1
月
松
日
]
第
1
回
小

会
頭
宛
意
見
書
を
提
出
。

委
員
会
開
催
。
道
路
・
交
通
問
題

に
つ
い
て
、
県
、
市
よ
り
道
路
計
画

【
れ
月
8
日
]
小
売
部
会
の
意
見
害

交
通
対
策
の
説
明
を
受
け
る
。

に
基
づ
き
、
当
シ
ー
。
ヒ
ン
グ
セ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

【
2
月
3
日
]
会
議
所
と
し
て
公
害

交
通
委
員
会
を
開
催
 
2
月
7
日

N
e
、
県
知
事
・
議
会
・
市
長
.

市
議
会
・
公
安
委
員
会
宛
近
鉄

西
大
寺
駅
周
辺
の
道
路
・
交
通
の

幅
湊
化
に
対
す
る
緩
和
策
の
実
施

を
要
望
。

【
3
月
釦
日
〕
対
策
協
議
会
委
員
現

地
視
察
。

【
4
月
佃
日
〕
第
2
回
小
委
員
会
開

催
。
県
・
市
よ
り
計
画
地
周
辺
の
道

路
計
画
は
あ
る
も
の
の
早
期
実
現

は
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
る

【
6
月
円
日
]
第
3
回
小
委
員
会
開

催
。
当
初
計
画
を
変
更
し
、
駐
車

場
設
置
を
発
麦
修
正
計
画
を
提

出
、
説
明
を
受
け
る
。

【
9
月
即
日
]
第
5
回
小
委
員
会
開

催
。
届
出
者
よ
り
道
路
及
駐
車
場

設
置
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

審
議
、
計
画
全
体
に
つ
い
て
作
り

直
す
よ
う
委
員
長
よ
り
指
示
し
、

新
し
い
計
画
提
出
を
待
っ
て
審
議

を
行
う
と
と
と
し
た
。

【
中
山
町
パ
ー
ク
.

.
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
】

【
昭
和
卵
年
1
月
円
日
〕
届
出
受
理

当
所
会
頭
よ
り
小
売
部
会
長
に
対

し
周
辺
小
売
業
者
の
意
見
取
り
ま

と
め
を
依
頼
。

【
1
月
N
日
]
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明

を
受
け
る
。

【
2
月
2
日
】
小
売
部
会
主
催
に
ょ

5

る
出
店
計
画
説
明
会
を
開
催
。

【
2
月
袷
日
]
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
当
。
ハ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

の
出
店
は
、
周
辺
の
小
売
業
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
と
決
断
、
そ

の
旨
会
頭
宛
意
見
書
を
提
出
。

【
2
月
北
日
」
小
売
部
会
の
意
見
書

に
基
づ
き
、
当
シ
.
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
出
店
は
、
周
辺
の
中
小
小

売
業
の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
の

影
響
が
あ
る
と
し
、
知
事
・
市
長

届
出
者
宛
通
知
叉
対
策
協
議

.会
に
協
議
依
頼
。

【
3
月
8
日
〕
第
1
回
対
策
協
議
会

開
催
。

届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明
、
地

元
商
店
街
よ
り
意
見
聴
取
ナ
る
。

【
3
月
釦
日
]
第
2
回
対
策
協
議
会

開
催
。
(
現
地
視
察
)

当
パ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
出
店

に
対
t
る
問
題
点
に
つ
い
て
協
議

今
後
は
、
県
議
会
・
市
議
会
に
対

し
提
出
さ
れ
た
地
元
商
店
街
の
反

対
請
願
の
進
拙
状
況
を
に
ら
み
つ

つ
小
委
員
会
に
船
い
て
、
道
路
交

通
問
題
、
経
営
問
題
に
つ
い
て
協

議
す
る
と
と
と
な
っ
た
。

【
4
月
杓
日
】
第
]
回
小
委
員
会
開

催
、
道
路
・
交
通
問
題
に
つ
い

て
、
県
市
よ
り
道
路
計
画
・
交
通

対
策
の
説
明
を
受
け
る
。

【
6
月
器
日
〕
第
2
回
小
委
員
会
開

催
。
県
・
市
よ
り
請
願
の
審
議
経

過
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。
叉

1

交
通
量
調
査
の
結
果
報
告
に
も
と

ず
き
審
議
。

【
9
月
卯
日
]
第
3
回
小
委
員
会
開

催
。
交
通
量
調
査
大
和
高
田
の

大
型
店
の
影
響
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
大
型
店
出
店
に
と
も
な
う
影

響
度
に
つ
い
て
審
議
。

【
学
園
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
】

【
昭
和
聡
年
6
月
罰
日
〕
届
出
受
理

当
所
会
頭
よ
り
小
売
部
会
長
に
対

し
周
辺
小
売
業
者
の
意
見
取
り
ま

と
め
を
依
頼
。

【
7
月
6
日
】
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明

を
受
け
る
。

【
7
月
U
日
]
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
当
シ
.
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
出
店
は
、
周
辺
の
小
売
業
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
と
判
断
、
そ

の
旨
会
頭
宛
意
見
書
を
提
出
。

【
7
月
円
日
]
小
売
部
会
の
意
見
書

に
基
づ
き
、
当
シ
.
ツ
。
ヒ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
出
店
は
、
周
辺
の
中
小
小

売
業
の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
の

影
響
が
あ
る
と
し
、
知
事
・
市
長

・
届
出
老
宛
通
知
叉
対
策
協
議

会
に
協
議
依
頼
。

【
8
月
飴
日
]
第
1
回
対
策
協
議
会

開
催
。
届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説

明
、
地
元
商
店
街
よ
り
意
見
聴
取

す
る
。
そ
の
結
果
、
問
題
点
と
し

て
道
路
交
通
問
題
・
経
営
問
題
に

2

3

'

、

J

つ
い
て
小
委
員
会
で
協
議
t
る
。

し
か
し
届
出
者
よ
り
、
今
回
の
進

出
計
画
は
、
学
園
前
駅
周
辺
の
整

備
の
一
環
で
あ
る
と
の
説
明
が
な

さ
れ
、
地
元
商
店
街
よ
り
、
斈
駅

周
辺
の
整
備
の
方
向
を
提
示
t
る

よ
う
要
望
が
な
さ
れ
小
委
員
会
の

実
質
協
議
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

【
大
東
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
】

【
7
月
杓
日
】
届
出
受
理

当
所
会
頭
よ
り
小
売
部
会
長
に
対

し
周
辺
小
売
業
者
の
意
見
取
り
ま

と
め
を
依
頼

【
8
月
1
日
〕
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明

を
受
け
る
。

【
8
月
怜
日
〕
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
当
ビ
ル
の
出
店
は
、
周
辺
の

小
売
業
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い

と
決
断
、
そ
の
旨
会
頭
宛
意
見
書

を
提
出
。

【
8
月
袷
日
]
小
売
部
会
の
意
見
書

に
基
づ
き
、
当
ビ
ル
出
店
は
、
周

辺
の
中
小
小
売
業
の
事
業
活
動
に

相
当
程
度
の
影
響
が
あ
る
と
し
、

知
事
・
市
長
・
届
出
者
宛
通
知
、

又
対
策
協
議
会
に
協
議
依
額

【
9
月
四
日
】
第
1
回
対
策
協
議
会

開
催
。
屈
出
者
よ
り
出
店
計
画
説

明
、
地
元
商
店
街
よ
り
意
見
聴
取

す
る
。
そ
の
結
果
道
路
交
通
問

題
、
経
営
問
題
に
つ
い
て
小
委
員

会
で
協
議
す
る
。 (

1

ヒノ
一

台
タ

リ
ン

七
セ

み
グ

【
み
ど
り
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
】

【
9
月
袷
日
]
届
出
受
理

当
所
会
頭
よ
り
小
売
部
会
長
に
対

し
周
辺
小
売
業
者
の
意
見
取
り
ま

と
め
を
依
頼
。

【
9
月
部
日
〕
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明

を
受
け
る
。

【
和
月
7
日
〕
小
売
部
会
幹
事
会
開

6

2

(

.

一

更

(

【
9
月
即
日
】
届
出
受
理
。
当
所
会

頭
よ
り
小
売
部
会
長
に
対
し
周
辺

小
売
業
者
の
意
見
取
り
ま
と
め
を

依
頼
。

【
和
月
7
日
】
小
売
部
会
幹
事
会
開

催
。
届
出
者
よ
り
出
店
計
画
説
明

を
受
け
る
。
今
後
小
売
部
会
幹
事

会
を
開
催
、
周
辺
小
売
業
者
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。

/

催
。
当
シ
ョ
ッ
。
ヒ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
出
店

は
、
周
辺
小
売
業
に

与
え
る
影
縛
は
大
き

い
と
判
断
、
そ
の
旨

会
頭
宛
意
見
書
を
提

出
。

【
和
月
9
日
〕
小
売
部

会
の
意
見
書
に
基
づ

き
、
当
シ
ョ
ッ
。
ヒ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
出
店
は

周
辺
の
中
小
小
売
業

の
事
業
活
動
に
相
当

程
度
の
影
響
が
あ
る

と
し
、
知
事
・
市
長

届
出
者
宛
通
知
、

.又
対
策
協
議
会
に
協

議
依
頼
。
第
1
回
対

策
協
議
会
は
、
 
W
月

部
日
開
催
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れ
る
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第122号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和53年11月10日(毎月1回10日発行)
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建物の広動

二κ'ホーム十ソター

平城ン盆ウピソグセ
γター

所在地

坤山町パーナサイド
→,ソター

県要綱の規定に基・づく届出一覧表

六宮町4丁且296の
1-3001

寺訊削ン,ソピγゲ
・1t ンター

翅i大寺楽町2315-1

人東ピノレティング

届出岩

中山西t丁Π716響
の3他

総白鳥ぜル

学圍北1丁目1017稀
地Ⅱ7 他

岡木駒夫
紙谷咽躯
梅守末雄

届出日

ジョノピソグハザー
ル富鮒

西ネ辻助50他

52.10.12

出口拭彦

孤床面駿

第122号(第三種郵便物認可)

三t碓町539-1

5乞.10.12

近鉄ネ動産鵬

二暗剛327

3,675m.

53,1.19

店舗而積

六束興産岬

9,9111n,

53.6.21

亦良口白新聞
牡1礪,剖:.」

1.1551゛

14,035"゛

主な小完茎者
(面珪)

53.フ.19

木村産業圏

6,417拠

峠いモかわ
(1,155")

]2,50om,

53.9.13

9,04丁甑1

①休業臼数
②閉店時刻

25,200Π゛

いモ●、わ
(999解)

53.'9.27

①30日
⑦ 7 ●、生'1,
(フ、 12月1士
延」王)

フ,050「ー

峠ニチイ
(6,181")

21,585m,

①30日
⑦ケ酔全て
フ、 1ユノ!ぱ
証畏〕

13,54011゛

胤近庸ズト丁
(4,170,,゛)

41,197d

Φユ40
⑦7時金兇サ
a20白ヨ叶)

15.ユフ9"゛

冊長峅旦
(9,gl0兪)

①6日
⑦8τ一゛『,

奈良会議所ニュース

28,8381竹,

い d みや 4勵
n5,を7g-)

①2フロ
⑦丁"●生『ゴ
(60日 8時)

制ユニード
(22,921何)

Φ詑Π
⑦B時まて

Φ1'日
⑦71●生イサ
(1島一三益、1%
-1,金8井〕

昭和脇年Ⅱ月10日(毎月1回10日発行)

経営の合理化を
強力に推進しま式

長期問の車のご利用に^短期問の車のご利用に^

トヨタの力ーリ'ース
整備十分なトヨタ車が月々bずかなり
ース料tご利用tきます。リース料は
全額必要経費ビおとせて合理的て'す。

トヨqレジ井り'ス奈良辱1

櫓夕のビジネスレンタ
増車、代車、出張先tの車に便利て経
済的なビジオ、スレンタ。必要な時、必
要な車を即座にご調達いたしま



第
-
0
九
回
常
議
員
会
は
去
る
九
月
二
十
八
日
、
当
所
四
階
ホ
ー
ル
に

船
い
て
開
催
さ
れ
、
垣
内
氏
の
逝
去
に
と
も
な
う
三
号
議
員
の
後
任
に
岡

本
栄
一
氏
(
現
二
号
議
員
・
商
業
小
売
部
会
長
)
を
選
任
t
る
と
と
に
同

意
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
も
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
了
承
さ
れ
だ
。

〔
報
告
事
項
〕

山
議
員
の
一
部
異
動

◎
住
友
信
託
銀
行
味
奈
良
西
大
寺

支
店
長

新
津
田
啓
司
氏
旧
福
岡
一
男
氏

◎
佛
大
和
銀
行
奈
良
支
店
支
店
長

新
石
川
忠
雄
氏
旧
長
尾
俊
郎
氏

そ
の
他
、
②
大
型
店
舗
等
設
置
届

出
に
伴
う
そ
の
後
の
進
払
状
況
③
商

工
会
議
所
百
年
零
行
事
と
式
典
出

席
④
業
務
概
要
(
七
月
1
九
月
)
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
き
れ
た
。

〔
協
議
事
項
〕

①
三
号
議
員
一
名
補
欠
選
任
伺
意

岡
本
栄
一
氏
(
現
二
号
議
員
・
商

業
小
売
部
会
長
)
を
選
任
す
る
と

と
に
同
意
。

②
二
号
議
員
並
び
に
常
議
員
一
名
補

欠
選
任
。

本
件
は
、
岡
本
栄
一
氏
の
三
号
議

員
就
任
に
ょ
り
建
設
部
会
の
議
員

名
減
小
ノ
す
る
と
と
に
な
り
、

力

〔
別
表
〕

ニ
、
前
項
に
揮
げ
る
慶
弔
金
の
額

は
、
会
頭
の
承
諾
を
得
て
と
れ
を

決
定
す
る
。

三
、
本
規
定
に
定
め
な
い
事
項
お
よ

ひ
特
別
の
事
情
あ
る
場
合
は
会
頭

が
定
め
る
。

(
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
八
日

施
行
)

④
奈
良
商
工
会
議
所
会
員
之
章
作
成

に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
作
成
頒
布
す
る
と
と

で
了
承

〔
目
的
〕
奈
良
商
工
会
議
所
の
会

員
で
あ
る
と
と
を
自
覚
し
、
そ
の

意
識
と
組
織
の
高
揚
を
は
か
る
と

と
を
目
的
と
し
て
次
の
よ
う
な

,
会
員
之
章
,
を
作
成
す
る
。

〔
仕
様
〕
寸
法
・
タ
テ
三
0
皿

ヨ
コ
一
七
0
血
X
七
厚
さ
血
・
材

質
・
附
属
部
品
共
ア
ク
リ
ル
樹
脂

加
工
・
特
殊
シ
ル
ク
ス
ウ
リ
ー
ン

印
刷
金
箔
ホ
ッ
ト
ス
タ
ン
プ
・
附

属
・
、
ビ
ス
止
め
、
ス
タ
ン
ド
、
つ

り
下
げ
を
可
能
と
す
る
。

そ
の
措
置
と
し
て
、

小
売
部
会
二
号
議
員
定
数
六
名
を

五
名
に
、
建
設
部
会
議
員
定
数
五

名
を
六
名
に
そ
れ
ぞ
れ
定
数
変
更

す
る
と
と
で
了
承
。

と
れ
に
ょ
る
二
号
議
員
一
名
の
選

任
並
び
に
常
議
員
一
名
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
建
設
部
会
に
一
任
す

る
と
と
で
了
承
。

③
奈
良
商
工
会
議
所
慶
裟
程
の
制

定
K
つ
い
て
、

1

〔
価
格
〕
一
枚
に
付
二
千
円
を
徴

収
す
る
。

⑤
昭
和
五
十
三
年
度
年
金
福
祉
事
業

団
に
ょ
る
厚
生
年
金
保
険
被
保
険

者
住
宅
転
貸
金
借
入
に
つ
い
て

本
件
は
、
当
所
職
員
に
対
t
る
借

入
れ
で
、
手
続
上
常
議
員
会
の
了

承
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

原
案
通
り
了
承
。

次
の
と
お
り
了
承
。

一
、
慶
弔
等
の
範
固
と
そ
の
基
準

区
分

子
女
結
婚
落
成
式

受
章
祝

乾
氏
ら
四
名
に
感
謝
状

慶

常
議
員
会
に
先
立
ち
、
当
所
発
展

の
た
め
永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た

次
の
各
氏
に
対
し
日
商
か
ら
の
感
謝

状
の
伝
達
式
が
挙
行
き
れ
た
。

〔
受
賞
者
〕

乾
太
郎
氏
(
佛
奈
良
明
新
社
社

長
・
故
垣
内
藤
一
郎
氏
(
前
殊
垣

内
商
会
社
長
)
・
下
出
久
治
郎
氏

(
妹
下
出
商
会
社
長
)
・
岸
井
英

夫
氏
(
前
近
畿
電
気
工
事
朗
奈
良

支
店
長
)

会
員

中
小
企
業
為
替
変
動
対
策

緊
急
融
資
を
拡
充

県
金
融
課

事

祝
電

祝
金

も
し
く
は

祝
品

、(

こ
の
た
ぴ
、
円
相
場
高
騰
関
連
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
施
行
後
に

お
け
る
円
相
場
の
状
況
等
に
よ
り
、
同
緊
急
融
資
の
実
施
期
間
の
延
長

融
資
条
件
の
緩
和
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
要
綱
は
次
の
と
お

り
。

本
人
配
偶
者

香
典
し
き
み
香
典
し
き
み
香
典
し
き
み

弔
電
^
耐
電
弔
電

弔

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん

、し
み
使

0
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中
小
企
業
為
替
変
動
対
策
緊
急
融

資
制
度
要
綱

一
、
目
的

最
近
の
円
相
場
が
急
激
に
高
騰
し

た
こ
と
に
伴
い
、
新
規
受
注
の
減

少
、
為
替
差
損
の
負
担
等
に
ょ
り
影

響
を
受
け
る
円
高
関
連
中
小
企
業
者

の
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
と
れ

ら
中
小
企
業
者
に
対
し
て
緊
急
に
融

資
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
t
る
。

ニ
、
融
資
対
象
者

円
円
相
場
高
騰
関
連
中
小
企
業
対

策
臨
時
措
置
法
第
3
条
第
一
項
晶

定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
(
以
下

「
認
定
中
小
企
業
者
」
と
い
う
。
)

⇔
構
成
員
の
三
分
の
二
以
上
黛

定
中
小
企
業
老
で
あ
る
中
小
企
業
等

協
同
組
合
等
。

三
、
資
金
使
途

円
相
場
の
高
騰
に
伴
い
、
為
替
差

事
一
見
錘
事
、

弔
電

弔
電
弔
電

5

立
)株

長
(
店支

見
舞
品

内
)
と
す
る
。

国
貸
付
利
率
当
初
三
年
間
年
五

三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
三
年
を
超
え
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
四
年
目
以
降
年

六
・
 
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
t
る
。

た
だ
し
、
一
貸
付
先
に
対
t
る
本

貸
付
の
貸
付
金
の
額
が
、
三
、
 
0
0

0
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
通

常
乱
を
適
用
す
る
。
ま
た
、
全
金

融
機
関
を
通
じ
「
当
初
三
年
問
年
五

三
バ
ー
セ
ン
ト
、
三
年
を
超
え
る

.も
の
に
つ
い
て
は
、
四
年
目
以
降
年

六
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
貸
付
利
率

を
適
用
で
き
る
貸
付
金
の
限
度
は
、

一
貸
付
先
当
た
り
三
、
 
0
0
0
万
円

ま
で
と
す
る
。

六
、
担
保

担
保
徴
求
に
当
た
っ
て
は
、
経
営

の
実
情
に
応
じ
、
物
的
担
保
の
評

価
、
担
保
物
件
の
範
囲
等
に
関
し
、

弾
力
的
に
配
慮
t
る
も
の
と
t
る
。

七
、
取
扱
期
間

融
資
期
問
は
、
昭
和
五
十
三
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

附

則

一
、
こ
の
要
綱
は
、
昭
和
五
十
三
年

九
月
七
日
か
ら
実
施
す
る
も
の
と

す
る
。

ニ
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
二
日

付
け
蔵
銀
第
一
四
三
三
号
叉
は
同

日
付
け
五
三
企
庁
第
八
八
四
号
を

も
っ
て
通
知
し
た
中
小
企
業
為
替

見
舞
金

(
変
動
対
策
緊
急
融
資
制
度
要
綱
は

廃
止
す
る
。

三
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
三
十
日

付
け
蔵
銀
第
三
三
五
七
号
又
は
同

日
付
け
五
二
企
庁
第
二
0
二
三
号

を
も
っ
て
通
知
し
た
中
小
企
業
為

替
変
動
対
策
緊
急
融
資
制
度
要
綱

に
基
づ
い
て
貸
付
実
行
さ
れ
だ
資

金
で
「
当
初
三
年
間
年
六
・
ニ
。
ハ

ー
セ
ン
ト
、
三
年
を
超
え
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
四
年
目
以
降
年
六

七
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
貸
付
利
率

を
適
用
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
整

中
小
企
業
者
及
び
二
⇔
の
中
小
企

業
協
同
組
合
等
に
対
す
る
も
の
及

ひ
昭
和
五
十
三
年
二
月
十
四
日
付

け
蔵
銀
第
三
一
五
号
又
は
同
日
付

け
五
十
三
企
庁
第
一
五
九
を
も
っ

て
通
知
し
た
中
小
企
業
為
替
変
動

対
策
緊
急
融
資
制
度
要
綱
に
基
つ

い
て
貸
付
実
行
き
れ
た
資
金
で

「
当
初
三
年
間
年
五
・
五
。
ハ
ー
セ

ン
ト
、
三
年
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
四
年
倒
以
降
六
・
ニ
。
ハ

】
セ
ン
ト
」
の
貸
付
利
率
を
適
用

さ
れ
だ
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の

貸
付
実
行
さ
れ
た
時
に
遡
っ
て

「
当
初
三
年
間
五
・
三
。
ハ
ー
セ
ン

ト
、
三
年
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
四
年
目
以
降
六
・
 
0
。
ハ
ー

セ
ン
ト
」
の
貸
付
利
率
を
適
用
す

る
も
の
と
t
る
。

よ
こ

損
の
負
担
、
受
注
減
少
に
ょ
る
固
定

費
負
担
等
の
た
め
緊
急
に
必
要
と
な

る
運
転
資
金
。

四
、
融
資
機
関

国
民
金
融
公
庫
、
中
小
企
業
金
融

公
庫
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
及

ひ
商
工
組
合
中
央
金
庫
(
い
ず
れ
も

代
理
機
関
を
含
む
。
)

五
、
融
資
条
件

月
貸
付
限
度
一
貸
付
先
に
対
t

る
貸
付
金
の
限
度
は
、
既
往
貸
付
残

高
に
か
か
わ
ら
ず
本
貸
付
と
し
て
国

民
金
融
公
庫
及
び
沖
縄
振
興
開
発
金

融
公
庫
の
生
業
資
金
に
あ
っ
て
は
、

五
0
0
万
円
、
中
小
企
業
金
融
公
庫

及
び
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
中

小
企
業
資
金
に
あ
っ
て
は
、
四
、
 
0

0
0
万
円
。

⇔
償
還
期
間
実
情
に
応
じ
、
六

年
以
内
(
う
ち
据
置
期
間
は
三
年
以

1

ー
ー

一
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圏
は
じ
め
こ

と
の
度
私
は
県
主
催
の
第
一
回
奈
良
県
青
年
経
営
者
海
外
研
修
旅
行

に
、
青
年
部
の
推
薦
を
得
て
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
参
加
者
は
県
商
工

課
長
を
団
長
と
し
、
県
商
工
会
連
合
会
、
県
中
央
会
、
県
商
工
会
議
所
連

合
会
の
青
年
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
異
と
し
た
十
四
名
で
あ
る
。

暑
中
二
回
の
事
前
研
修
を
受
け
て
後
、
出
発
は
九
月
三
日
、
デ
ン
マ
ー

ク
一
泊
、
西
ド
イ
ツ
三
泊
、
ス
ィ
ス
ニ
泊
、
フ
ラ
ン
ス
三
泊
、
そ
し
て
機

中
二
泊
と
い
う
十
二
日
問
の
旅
で
あ
っ
た
が
、
短
期
間
な
が
ら
そ
れ
な
り

に
有
意
義
な
体
得
で
あ
っ
た
。
と
と
に
、
そ
の
間
の
一
端
を
私
な
り
に
軽

い
タ
ッ
チ
で
綴
っ
て
み
だ
い
。

圏
デ
ン
マ
ー
ク

小
雨
に
け
む
る
朝
の
コ
ペ
ン
ハ

ゲ
ン
に
着
く
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
面
積
四
万
三
千
平

方
如
、
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
と
約
五
百

の
島
か
ら
成
る
五
百
万
人
口
の
小
き

な
国
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
ド
イ
ツ

と
の
戦
い
で
数
週
間
に
し
て
占
領
さ

れ
て
了
っ
だ
為
、
古
い
街
並
が
残
っ

だ
と
い
う
事
で
私
達
も
早
速
そ
の
美

し
い
古
風
な
た
た
ず
ま
い
に
感
動
さ

せ
ら
れ
た
。

カ
ロ
ー
ラ
が
二
百
万
円
ノ
.

空
港
前
駐
車
場
に
は
日
本
車
も
ち

ら
抵
ら
。
と
の
国
に
は
自
動
車
産
業

が
無
く
、
主
に
西
独
・
日
本
か
ら
輸

入
し
て
居
り
、
例
え
ば
カ
ロ
ー
ラ
2

:
ニ
=
:
:
:
ニ
=
.
"
:
.
:
ニ
=
=
:
:
二
晋

、

一
時
間
交
替
で
立
番
す
る
の
が
余
り

に
辛
い
か
ら
と
は
、
時
代
の
流
れ
が

と
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

古
い
城
壁
を
通
り
t
ぎ
て
ア
ン
デ

ル
セ
ン
童
話
に
因
ん
だ
,
人
形
姫
の

像
'
は
美
し
い
ラ
ン
ゲ
リ
ー
ニ
ェ
海

岸
沿
い
に
在
っ
た
。
半
人
半
魚
像
を

想
像
し
て
い
た
が
実
は
そ
う
で
は
な

く
、
と
れ
は
六
0
年
前
踊
り
子
を
モ

デ
ル
に
制
作
さ
れ
た
時
、
そ
の
モ
デ

ル
の
脚
が
余
り
に
も
美
し
く
、
制
作

者
が
下
半
身
を
魚
の
形
に
変
え
る
に

し
の
び
ず
、
脚
の
線
を
も
そ
の
ま
ま

残
し
た
と
い
う
工
。
ヒ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
又
十
三
年
前
首
か
ら
上
が
盗
難

に
会
い
、
今
だ
に
犯
人
表
れ
ず
頭
部

は
新
た
に
制
作
き
れ
だ
も
の
な
の
だ

そ
う
だ
。

道
往
く
人
も
車
も
の
ん
び
り
と
し

て
い
る
風
情
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に

世
界
最
大
最
長
と
い
わ
れ
る
歩
行
者

天
国
ス
ト
ロ
イ
エ
通
り
(
一
・
二
鯨
)

が
あ
る
。
幸
運
に
も
各
店
の
シ
ヨ

ウ
ィ
ン
ド
ゥ
の
中
で
作
業
工
程
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
,
ン
が
行
わ
れ
て

い
た
。
伝
統
工
芸
品
が
主
で
、
ガ
ラ

ス
・
ろ
う
そ
く
・
惚
器
・
家
具

銀
細
工
等
も
あ
り
、
各
々
ジ
ー
。
ハ
ン

姿
の
若
い
女
の
子
も
中
年
の
男
性
も

一
緒
に
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
風

、し

だ
。
と
れ
は
一
週
問
の
期
限
を
切
り

定
期
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
自
国

の
人
達
に
世
界
の
旅
行
者
に
デ
ン
マ

ー
ク
の
手
作
り
製
品
の
良
き
を
宣
伝

ド
ア
で
約
二
百
万
円
位
だ
と
と
れ
は

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
で
あ
っ
た
。
教

習
も
自
動
車
学
校
等
が
な
い
為
全
て

路
上
數
習
で
あ
り
、
自
宅
前
ま
で
送

迎
と
い
う
シ
ス
テ
ム
ガ
そ
う
な
。

ア
マ
リ
エ
ン
ボ
ー
城
は
女
王
の
居

城
。
と
の
日
近
衛
兵
が
三
人
だ
け
で

あ
っ
た
の
は
女
王
不
在
と
い
う
事

で
、
在
宮
で
あ
れ
ば
毎
日
正
午
に
楽

隊
の
マ
】
チ
に
合
わ
せ
勢
揃
い
の
近

衛
兵
の
交
替
式
が
行
わ
れ
て
い
る
と

の
事
。さ

て
と
の
近
衛
兵
さ
ん
、
昔
は
そ

の
一
族
の
自
慢
の
タ
ネ
と
な
っ
た
と

い
う
選
抜
制
な
の
だ
が
近
頃
で
は
親

も
子
も
余
り
な
り
た
が
ら
ぬ
風
潮
と

の
事
。
酷
暑
の
夏
も
凍
て
つ
く
冬
も

す
る
為
だ
と
の
事
で
あ
る
。

銀
彫
刻
の
研
究
に

,
日
本
刀
の
ツ
バ
'

会
見
で
き
た
「
ア
】
ガ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
シ
ル
バ
ー
」
の
シ
ル
バ
】
ス
ミ

ス
(
銀
彫
刻
)
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー

あ
ら
ゆ

ガ
ー
氏
は
全
る
ア
ク
セ
サ
ー
を
扱
っ

て
い
る
が
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
自

ら
作
る
。
同
型
同
寸
の
品
は
二
つ
と

な
い
の
が
売
り
も
の
で
あ
る
。
彼
は

デ
ザ
イ
ン
を
磨
く
研
究
の
中
に
、
以

外
に
も
日
本
刀
の
ツ
バ
を
高
く
と
り

上
げ
て
い
た
と
話
し
て
く
れ
た
。
ツ

バ

の
彫
刻
が
シ
ル
バ
ー
ス
ミ
ス
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
と
の
地
で
何
や
ら

心
あ
た
た
ま
る
話
で
あ
っ
だ
。

全
体
の
印
象
は
古
い
街
並
に
影
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
成
熟

し
た
福
祉
社
会
の
中
で
老
若
問
わ
ず

伝
統
工
芸
に
生
き
て
い
る
静
か
な
国

ー
そ
れ
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

圏
西
ド
イ
ツ

緑
の
中
に
街
が
あ
る
。
そ
ん
な
風

景
の
西
べ
ル
リ
ン
忙
着
く
。

東
独
国
内
二
・
五
米
の
高
く
冷
い

壁
が
巡
ら
さ
れ
る
中
、
西
ド
イ
ツ
最

大
の
都
市
西
べ
ル
リ
ン
(
人
旦
工

0
万
)
が
位
置
し
て
い
る
。
と
の
白
色

の
壁
と
共
に
六
月
十
七
日
通
り
の
ソ

連
戦
士
の
像
、
左
右
の
大
砲
戦
車
と

歩
哨
の
立
っ
て
い
る
さ
ま
は
如
何
に

も
奇
異
に
感
じ
ら
れ
た
。
と
と
で
は

西
ド
イ
ツ
人
が
定
着
し
易
い
よ
う
講

じ
ら
れ
だ
優
遇
措
置
や
、
世
界
の
眼

を
西
べ
ル
リ
ン
に
と
い
う
意
識
的
企

画
が
な
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
欧
州

最
大
の
シ
,
ツ
。
ヒ
ン
グ
と
娯
楽
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
セ
ン
タ
ー
や
べ
ル
リ
ン
見

本
市
開
催
等
が
そ
れ
で
、
国
際
フ
ァ

ツ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
、
ソ

ツ
ク
、
国
際
映
画
祭
、
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
●
言
多
彩
に
催
さ
れ
る
。
そ

し
て
国
内
及
び
E
C
諸
国
に
輸
出
さ

れ
る
フ
ァ
ッ
シ
.
ン
等
も
こ
れ
ら
の

中
か
ら
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
の
反
響
を

参
考
に
し
て
行
い
、
そ
の
盛
況
は
開

催
日
に
ょ
っ
て
は
ホ
テ
ル
が
足
り
ず

に
東
べ
ル
リ
ン
に
宿
を
と
り
、
バ
ス
゛
＼ノ

で
見
学
に
来
る
程
な
の
だ
そ
う
だ
。

繁
華
街
の
中
に
あ
る
第
二
次
大
戦

で
破
壊
さ
れ
た
カ
イ
ザ
ー
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
黒
教
会
は
そ
う
い
う
新
し
い

ビ
ル
街
と
壊
れ
た
塔
の
対
称
で
正
に

歴
史
的
黒
碑
と
し
て
印
象
深
い
も

の
が
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
、
心

デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
街
。
見
た

目
に
新
興
都
市
と
写
る
と
と
も
第
二

次
大
戦
で
約
印
%
が
破
壊
さ
れ
た
為

中
世
の
ゴ
シ
ッ
ク
或
は
バ
ロ
ッ
ク
調

の
建
物
か
ら
新
し
い
建
造
物
に
な
っ

た
と
い
う
と
と
だ
。
上
り
下
り
合
せ

て
六
車
線
も
あ
る
大
き
な
広
い
道
路

は
横
断
歩
道
の
信
号
も
中
央
点
を
挾

み
半
分
づ
つ
作
動
す
る
。
即
ち
一

目
で
道
路
中
央
ま
で
進
み
次
の
信
号

で
全
横
断
が
で
き
る
と
い
う
仕
組
み

で
あ
る
。

在
西
独
の
日
本
商
工
会
議
所
の
話

に
ょ
れ
ば
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
は
日

系
企
業
の
ヨ
】
ロ
ッ
パ
に
於
る
中
心

f
、

拠
点
で
あ
り
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の

経
済
戦
争
の
中
心
地
で
も
あ
っ
て
全

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
進
出
し
た
日
系
企
業

八
百
社
の
う
ち
三
百
社
が
西
独
K
、

内
約
二
百
社
が
と
と
に
集
中
し
て
い

る
と
い
う
。
三
千
名
の
日
系
人
に
は

欧
州
一
の
日
本
人
学
校
も
作
ら
れ
て

い
る
が
、
国
民
性
と
い
う
の
か
国
際

問
に
あ
っ
て
も
日
本
人
仲
間
が
一
ケ

所
に
集
中
す
る
等
、
右
へ
な
ら
え
の

依
存
的
思
考
は
欧
州
人
に
理
解
さ
れ

ず
、
よ
く
一
言
う
排
日
感
情
は
と
ん
な

所
に
も
一
因
が
あ
ろ
う
と
い
う
事
も

話
さ
れ
て
い
た
。

又
、
わ
が
国
の
政
治
・
経
済
・
交

化
ひ
い
て
は
人
口
ま
で
が
首
都
に
集

ま
り
西
日
本
の
忠
地
大
阪
の
地
盤

沈
下
が
叫
ぱ
れ
て
久
し
い
が
、
三
十

万
都
市
ボ
ン
は
政
治
の
中
心
首
都
で

交
化
・
産
業
は
他
都
市
に
分
散
さ
れ

て
い
る
の
は
対
称
的
で
あ
る
。

納
品
ま
で
五
年
か
か
る
べ
ン
ツ

今
消
費
者
の
消
費
希
望
が
大
量
消

費
か
ら
高
級
・
耐
久
消
費
財
へ
の
購

買
意
欲
に
移
行
し
て
い
る
が
、
と
の

製
造
面
で
も
耐
久
消
費
的
物
品
の
生

産
・
購
入
が
西
独
の
基
本
的
信
条
と

き
れ
、
優
良
品
は
専
門
店
で
販
売
し

デ
バ
ー
ト
は
主
に
大
量
消
費
財
の
販

売
を
担
当
し
て
い
る
。
と
ぅ
し
て
懇

談
t
る
眼
の
前
の
机
を
指
し
、
と
の

備
品
は
十
五
年
前
購
入
し
条
今
だ

に
び
く
と
も
し
な
い
。
と
れ
と
そ
西

ド
イ
ツ
の
製
品
で
あ
る
と
い
う
言

葉
、
そ
し
て
又
あ
る
時
べ
ン
ツ
の
セ

】
ル
ス
マ
ン
が
売
込
み
に
来
た
折
、

そ
の
べ
ン
ツ
三
五
0
0
段
何
月
何

(

゛
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髪
是
三
一 一

日
納
品
き
れ
る
の
か
と
問
え
ぱ
答
え

は
「
五
年
後
。
」
即
ち
良
い
製
品
は
長

く
使
用
に
耐
え
る
。
そ
の
良
い
製
品

を
手
に
入
れ
る
に
は
そ
れ
だ
け
時
問

も
要
t
る
の
だ
と
い
う
説
。
併
わ
せ

て
大
量
生
産
、
大
量
販
売
の
わ
が
国

の
現
代
風
潮
か
ら
誠
に
感
慨
深
い
も

の
が
あ
っ
た
。

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
商
議
所

と
懇
談

そ
の
後
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
ワ
商
工

会
議
所
を
訪
ね
、
青
年
部
の
ヒ
ュ

ベ
イ
氏
(
経
済
学
博
士
)
と
懇
談
会
を

持
っ
た
。
歓
迎
の
言
葉
の
後
日
本
人

の
訪
問
者
が
多
い
が
日
本
と
西
ド
イ

ツ
は
世
界
の
経
済
の
り
ー
ダ
】
シ
ッ

プ
を
持
っ
た
重
要
な
国
同
志
で
あ
る

と
持
ち
上
げ
て
く
れ
た
。
両
国
の
面

積
比
鞍
で
は
恥
%
日
本
の
方
が
広
い

三
τ
三
÷
一
一
丁

,
一
、
.
、
,
一

ニ
,
一
,
一
,
一

.

.
一

一
、

一

.

一
一

一

、

.

'

6

一

、

な
と
と
ろ
ま
で
ょ
く
似
て
い
る
。

石
油
危
機
以
後
、
繊
維
、
鉄
鋼
、
化

学
製
品
等
停
滞
が
と
の
五
年
問
続
き

一
九
七
0
年
初
期
三
%
あ
っ
た
利
益

率
が
一
九
七
八
年
で
は
丁
五
%
に

よ
う
や

低
下
し
て
い
る
が
、
今
漸
く
明
る
き

が
見
え
て
き
た
と
い
う
事
で
あ
っ
た

日
本
と
西
ド
イ
ツ
は
政
治
的
に
は
。
ハ

】
ト
ナ
ー
で
あ
り
経
済
的
に
は
善
き

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
と
い
う
話
で
ヒ
ユ

ベ
イ
氏
と
の
懇
談
は
終
っ
た
。

と
も
あ
れ
訪
れ
た
西
ド
イ
ツ
ニ
都

市
を
見
た
限
り
で
は
共
に
第
二
次
大

戦
の
廃
虚
の
町
か
ら
美
事
に
復
興
し

だ
新
し
い
都
市
と
し
て
そ
の
着
実
な

変
身
を
眼
の
当
り
に
出
来
た
の
で
あ

る
。次

号
で
は
ス
ィ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
編

を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

た
だ
し
日
本
は
面
積
の
即

%
し
か
平
地
が
な
い
の
に

対
し
西
欧
は
即
%
が
平
地

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
釦
%

程
度
し
か
活
用
さ
れ
て
い

な
い
と
の
事
。
人
口
は
日

本
一
億
一
千
万
西
独
六
千

万
で
あ
る
。
日
本
か
ら
西

独
へ
の
輸
出
収
支
は
西
独

の
二
倍
で
あ
り
E
C
諸
国

を
含
め
て
第
七
位
の
地
位

に
あ
る
が
、
日
本
に
於
る

西
欧
の
地
位
は
低
い
と
嘆

か
れ
て
い
た
。
両
国
の
経

済
基
盤
と
傾
向
は
類
似
し

て
い
る
。
最
近
で
は
物
価

上
昇
に
人
件
費
が
追
い
つ

け
な
い
と
い
う
話
で
と
ん
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^松会社桝谷設計
代表取締役桝谷博行

,瓢乱ふ
J、'^' J 、 1""

0+ナ、,ザ討"'^、'

ぼ除、縫二秀ゞサ

^

^^

^ ,ー.ー.ー

^盆竃王

'人魚姫の像、の前で筆者

^:#^、^

■^;ー

、

弍

本社及び
奈良事務所

京都事務所

大阪事務所

二

奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号
TE I"奈良(0742) 3 4-1 4 6 1 "U

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
TE I'京都(075) 2 2 1-」 6 3 2 鵬

大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル
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昭和53年11月10日(毎月1回10日発行)

、フレストラン

C.ぞ二、《"
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k動し、呼
生命のシ
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近電工は

吸し、成長する都市の、
テムをつくる
かさ・・。
大きな信頼にこたえま中。

電気・計会・空狙・訪災・土木●取御役牡長周本繁一
桑良支店長小柴薫
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1
国
際
情
勢
に
つ
い
て

時
局
講
演
会
開
催
1

去
る
9
月
訟
日
(
金
)
午
後
6
時

よ
り
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
、
柳
原
義

次
需
委
員
を
太
迎
し
、
「
日
本
を

め
ぐ
る
国
際
情
勢
」
と
題
し
て
時
局

講
演
会
を
開
催
。

最
近
の
国
際
情
勢
は
資
源
闇
題
.

中
東
情
勢
・
南
北
問
題
及
び
国
際
収

支
等
を
め
ぐ
っ
て
予
断
を
許
さ
ぬ
厳

し
い
情
勢
下
に
あ
る
。
わ
が
国
は
貿

易
立
国
と
し
て
基
本
的
に
全
方
位
外

交
を
基
調
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

一
方
柳
原
氏
は
東
ア
ジ
ア
・
東
欧

諸
国
の
特
派
員
時
代
の
経
験
か
ら
、

「
外
交
の
基
本
は
力
と
力
の
バ
ラ
ン

ス
で
あ
り
、
更
に
民
族
的
背
景
を
充

分
考
慮
の
う
え
展
開
t
 
べ
き
で
あ

り
、
現
代
わ
が
国
の
全
方
位
的
外
交

の
姿
勢
は
困
難
で
あ
る
と
強
調
」
し

ナ

ま
ず
最
初
に
中
田
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

氏
の
万
才
、
続
い
て
中
田
ア
子
氏

は
自
分
の
歩
ん
で
と
ら
れ
た
人
生

全
=
能
界
を
中
心
に
ボ
ク
サ
ー
・
将

棋
会
等
)
よ
り
、
話
し
方
の
つ
ぼ
.

と
つ
等
に
つ
い
て
解
説
。
そ
の
中
で

特
に
相
槌
の
打
ち
方
、
方
言
の
使
い

方
、
及
び
人
の
心
を
打
つ
話
し
方
に

つ
い
て
力
説
。
倫
中
田
氏
は
芸
能
活

動
の
他
に
将
棋
会
・
ミ
ミ
ズ
研
究
会

・
社
会
福
祉
活
動
等
多
彩
な
活
動
を

な
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
ビ
利
用

さ
れ
た
い
方
は
事
務
局
ま
で
ビ
連
絡

下
さ
い
。

追
伸

当
部
は
H
月
を
も
っ
て
1
周
年
を

迎
え
ま
す
。
と
れ
を
契
機
と
し
て
、

青
年
部
設
立
の
原
点
に
立
ち
か
え
り

商
工
会
議
所
青
年
部
と
し
て
の
価
値

あ
る
活
動
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り

ま
t
。
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会
員
委
員
会
開
催

十
月
九
日
十
四
時
か
ら
開
催
さ
れ

会
員
増
強
運
動
で
役
員
は
じ
め
会
員

皆
様
方
の
努
力
が
実
の
り
と
の
日
ま

で
に
三
十
七
名
の
入
会
希
望
者
が
あ

つ
た
旨
報
告
。
入
会
審
議
の
結
果
、

全
員
入
会
が
承
諾
さ
れ
た
。

理
事
会
開
催

十
月
九
日
十
五
時
よ
り
開
催
き
れ

会
員
委
員
会
よ
り
回
付
さ
れ
た
入
会

希
望
者
に
つ
い
て
は
会
員
委
員
会
の

決
定
通
り
全
員
入
会
を
承
認
し
た
。

そ
の
他
事
業
へ
の
会
員
の
参
加
率

向
上
、
会
員
増
強
運
動
を
十
一
月
末

ま
で
延
長
す
る
等
を
話
し
合
い
終
了

し
ナ事

業
委
員
会
開
催

十
月
十
三
日
十
六
時
よ
り
開
催
さ

れ
、
理
事
会
よ
り
一
任
さ
れ
だ
参
加

率
向
上
の
方
策
旅
行
会
実
施
の
細

目
、
五
十
三
年
度
下
期
事
業
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

胴
針
棚
斤
訓

麟
尊
趨

包
回

⑲
肅
ン
識
剛
酬
諭
C
鯨
艮
判
一
一
蹴

衛
墨
知
叫
叺
N
腿
S
削
斤
訓
・

団
冊
趨
十
竺
獣
十
止
避
樹
璃
陟

1
中
田
ア
ッ
プ
氏
を
招

い
て
話
し
方
教
室
開
催
1

去
る
如
月
⑳
日
(
金
)
 
6
時
よ
り

楽
笑
会
中
田
ア
ッ
プ
・
中
田
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
両
氏
を
お
招
き
し
て
W
月
例

会
を
開
催
。

十
月
例
会
開
催

十
月
二
十
四
日
正
午
よ
り
、
商
工

会
議
所
会
館
5
階
ホ
ー
ル
に
て
、
助

春
日
顕
彰
会
、
常
務
理
事
、
笠
置
侃

一
氏
を
講
師
に
迎
え
開
催
し
た
。

今
回
は
、
会
員
増
強
運
動
の
結
果

三
十
九
名
の
新
入
会
員
の
内
十
一
名

の
出
席
者
も
ま
じ
え
、
笠
置
氏
の
、

「
奈
良
と
錘
楽
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

講
演
を
終
始
熱
心
に
聴
入
っ
た
。

又
今
月
よ
り
、
誕
生
月
に
当
た
る

方
々
に
、
黒
品
を
贈
り
、
お
祝
い

す
る
と
と
に
な
り
、
米
田
正
一
氏
を

は
じ
め
二
十
四
名
の
方
々
に
黒
品

を
送
っ
た
。
当
日
参
加
者
は
四
十

名
。
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今
日
の
よ
う
な
低
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
な
課
題
と
な
る

成
長
経
済
の
時
代
に
と
い
う
と
と
K
な
る
。
費
用
に
つ
い

界
一

は
、
多
く
の
企
業
で
て
、
も
う
少
し
く
わ
し
く
静
し
て

売
上
高
が
思
う
よ
う
み
ょ
う
。
企
業
の
一
定
期
間
の
経
営

に
伸
び
な
い
の
に
人
活
動
の
度
合
を
「
操
業
度
」
と
い

企
一
.
件
費
や
諸
経
費
が
増

生
産
高
(
売
上
高
)
や
労
働
時

、
、

し

加
し
、
利
益
は
大
幅
問
な
ど
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
と
の
場

、

,
ミ
、J

 
、
ー

式

.
}

三

の

旅
行
会
の
お
知
ら
せ

十
一
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の

一
泊
二
日
の
予
定
で
、
北
陸
山
代
温

泉
と
航
空
自
衛
隊
第
六
航
空
団
小
松

基
地
見
学
を
左
記
の
通
り
実
施
致
し

ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

一
、
参
加
資
格
会
員
ビ
本
人
に
限

り
ま
す
。

三
、
参
加
費
一
五
、
 
0
0
0
円

三
、
〆
切
日
十
一
月
七
日

四
、
そ
の
他
霜
は
ビ
案
内
申
し
上

げ
ま
t
。

1

゛
し
ま
f
u
 
"

営
央
経
ン..:

■
■
■

島

、

一

'

医
(

立
2

県
4

抑
7

室
部
●

教
兵
L

木
原
E

＼
梱
T

ノ
,
 
T

毛

▲(

経
営
青
の
最
良
の
味
庁

に
減
っ
て
い
く
。
し
か
も
競
争
の
激
貪
あ
る
種
の
費
用
は
操
業
度
の
影

化
は
利
益
の
低
下
に
拍
車
を
か
け
轡
を
受
け
て
変
化
し
、
ま
た
あ
る
種

る
。
と
の
よ
う
な
情
況
の
も
と
で
企
の
費
用
は
操
業
度
の
影
響
を
受
け
る

業
が
生
き
残
る
た
め
に
は
何
ん
と
し
と
と
な
く
発
生
す
る
。
と
の
よ
う
に

て
で
も
あ
る
程
度
の
利
益
を
確
保
じ
操
業
度
と
の
関
係
で
費
用
の
性
格
を

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
と
t
れ
分
け
た
の
が
固
定
費
と
変
動
費
で
あ

は
、
「
利
益
」
の
出
し
か
た
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
静
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

従
来
、
一
般
に
利
益
は
次
の
式
の

よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
。

黄
獣
1
鬻
油
1
竺
駄
刈
一
叫
溢
冷

る
。
 
t
な
わ
ち
固
定
費
は
売
上
高
や

と
れ
は
、
利
益
と
い
う
も
の
は
経

生
産
量
に
関
係
な
く
、
一
定
し
て
変

営
活
動
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
き
れ

化
し
な
い
性
格
を
持
つ
費
用
の
と
と

る
も
の
で
、
決
算
を
し
て
み
て
、
は

で
、
時
問
の
経
過
と
と
も
に
、
ま
だ

じ
め
て
損
益
が
わ
か
る
。
い
わ
ば
、

経
営
活
動
の
準
備
や
維
持
に
ょ
り
発

あ
な
た
ま
か
せ
の
商
売
に
妊
か
な
ら

生
す
る
。
そ
れ
に
対
し
変
動
費
は
、

な
い
。
社
会
に
貢
献
す
る
事
業
を
真

売
上
高
や
生
産
量
が
増
え
れ
ば
増

面
昌
に
や
っ
て
い
る
企
業
に
は
、
と

え
、
反
対
に
、
売
上
高
や
生
産
量
が

れ
で
は
困
る
。
そ
と
で
、
収
益
を
確

減
れ
ば
減
る
と
い
う
よ
う
に
、
売
上

保
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
考
え

高
や
生
産
量
に
比
例
し
て
発
生
す
る

費
用
の
と
と
で
、
固
定
費
を
利
用

る

し
、
稼
働
す
る
と
と
に
ょ
っ
て
発
生

剖
洲
処
獣
1
四
孤
ぎ
駄
1
叫
朝
鬻
油

す
る
。
損
益
計
算
は

す
な
わ
ち
、
利
益
を
確
実
に
得
る

貞
獣
1
趨
油
・
ぎ
獣
だ
か
ら

に
は
、
経
営
活
動
の
中
で
費
用
の
コ

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

、

南
W

駅
3

良
2

奈
]

鉄
2

国
)

)
ー
)
ー
ー
)
ー
、
ー
イ
、
t
1
 
-
.
L
X

本
21

条
2

'
>
-
1
>
ー
》

富
奈
T
 
本
奈
T

黄
獣
1
 
(
麟
燥
鬻
十
団
洲
旛
)

・
ぎ
臥
で
、
ま
た

戈
獣
1
削
遅
趨
1
竺
獣
十
団
舟

蠏
で

天
備
高
.

良
 
m

奈
=
 
LT

生

8

な
るt

な
わ
ち
利
益
と
固
定
費
の
合
計

が
限
界
利
益
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

固
定
費
は
企
業
を
維
持
t
る
た
め
の

費
用
で
あ
る
と
共
に
、
限
界
利
益
の

源
泉
に
も
な
る
わ
け
で
、
固
定
費
を

い
か
に
効
率
的
に
運
用
し
て
限
界
利

益
を
大
き
く
す
る
か
が
企
業
に
と
っ

(

損
益
分
岐
点
を
活
用
し
よ
う

利
益
確
保
の
た
め
に

ι
}
1
＼
・
ー
ー
ー
一

1
藩
認
一
駄
と

損
益
分
岐
点
を
求
め
る
公
式
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

、

溢
臥
ゆ
遍
、
折

団
"
摩

輯
Ⅷ
塾
獣
鴨

損
益
分
岐
点
を
求
め
る
の
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
経
営
活
動
が
採
算
に

の
る
売
上
高
を
把
握
す
る
と
と
で
あ

る
が
、
費
用
増
加
に
ょ
る
必
要
売
上

高
の
算
定
、
設
備
投
資
の
採
算
性
計

算
、
利
益
計
画
の
立
案
経
営
の
健

全
性
の
測
定
な
ど
活
用
す
る
範
囲
は

広
い
。
例
え
ぱ
ー

@
1
洲
易
一
一
蹴
剛
墨
知
叫
水
π
艮

可
湘
蠏
十
竺
駄

麟
翌
矯

目
斤
即

可
袖
鄭

ー
>
ー
ー

て
重
要
な
課
題
と
な
る
。

収
益
と
費
用
及
び
損
益
の
関
係
を

述
べ
て
き
た
が
、
と
と
ま
で
来
る
と

損
益
分
岐
点
を
求
め
る
と
と
が
で
き

淵
尊
趨

る
。
損
益
分
岐
点
と
は
利
益
も
損
失

1
 
棚
斤
訓
1

も
生
じ
な
い
と
き
の
売
上
高
の
と
と

@
叫
明
趨
油
怠
1
団
舟
遜
十

で
、
利
益
を
あ
げ
る
に
は
ど
れ
だ
け

の
売
上
高
が
必
要
で
あ
る
か
、
ど
れ

創
1
゛
1
X
剖
洲
削
斤
訓

だ
け
の
費
用
(
固
定
費
と
変
動
費
)

を
切
り
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

が
わ
か
り
、
計
数
に
も
と
ず
く
計
画

的
な
経
営
へ
の
指
針
と
な
る
。
そ
れ

は
船
が
航
海
す
る
と
き
に
必
要
な
羅

針
盤
と
同
じ
で
あ
る
。

-
1
削
燮
趨
汗
鴨

団
"
鬻

、
'

損
益
分
岐
点
を
求
め
る
公
式
は
、

少
し
工
夫
を
加
え
る
と
と
に
ょ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
管
理
手
法
が
導
き
出
さ

れ
る
便
利
な
も
の
で
あ
る
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸
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国
税
に
不
服
の
あ
る
時

、

不
服
の
申
立
て
を
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税
務
署
か
ら
更
正
・
決
定
や
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
て
、
そ
の
処

分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
不
服
の
申
立
て
を
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
と

の
不
服
申
立
て
に
は
、
直
接
、
処
分
を
受
け
た
税
務
署
に
t
る
「
異
議
申

立
て
」
と
、
異
議
申
立
て
の
決
定
に
な
船
不
服
が
あ
る
と
き
に
国
税
不
服

審
判
所
に
す
る
「
審
査
請
求
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

そ
と
で
、
と
れ
ら
の
不
服
申
立
て
、
の
手
続
き
や
、
納
税
者
の
不
服
を
審

査
す
る
国
税
不
服
審
判
所
の
あ
ら
ま
し
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

税
務
署
に
申
告
し
た
所
得
や
税
務

が
税
務
署
で
調
査
し
た
額
と
異
な
る

と
き
、
税
務
署
で
は
、
そ
の
申
告
額

を
更
正
し
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
人
が
申
告

を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
税
務
署
で

は
調
査
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
所
得
.

や
税
額
を
決
定
し
ま
す
。

し
か
し
、
税
務
署
か
ら
の
更
正
、

決
定
の
通
知
や
、
差
押
え
な
ど
税
務

署
の
処
分
に
つ
い
て
、
「
そ
の
理
由

が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
か
、
「
処

分
を
受
け
た
理
由
に
納
得
が
い
か
な

い
」
な
ど
、
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

税
務
署
長
に
対
し
て
「
異
議
申
立

て
」
を
t
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
異

議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
長

は
そ
の
内
容
を
調
査
し
て
決
定
し
ま

t
が
、
そ
の
決
定
に
な
船
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
更
に
国
税
不
服
審
判
所

,
゛
J
,
.
 
J
 
{
、
●
 
1
 
、
 
4
 
,
●
、
'
,
、
ー
'
,
;
一
、
ー

査
請
求
」
を
す
る
と
と
が
で
き
ま

す
。
審
査
請
求
は
、
異
議
申
立
て
に

つ
い
て
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日

か
ら
一
力
月
以
内
K
書
面
で
行
う
と

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
兆
、
異
議
申
立
て
を
し
て
か
ら

三
力
月
た
っ
て
、
税
務
署
長
か
ら
決

定
の
通
知
が
な
い
と
き
は
、
異
議
申

立
て
の
決
定
を
待
た
な
い
で
、
国
税

不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
審
査
菓

を
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る

方
は
、
異
議
申
立
て
を
し
な
い
で
直

接
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
審

査
請
求
を
す
る
と
と
も
で
き
ま
す
。

▽
国
税
不
服
審
判
所
と
は

国
税
不
服
審
判
所
は
、
昭
和
四
十

五
年
に
新
設
さ
れ
た
機
関
で
、
専
門

的
な
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
持
っ
た

審
判
官
が
、
税
務
署
か
ら
独
立
し
た

立
場
で
公
平
な
審
査
し
、
納
税
者
の

不
服
を
解
決
t
る
と
と
ろ
で
す
。
納

税
者
か
ら
審
査
請
求
が
出
き
れ
主
t

と
、
審
判
所
で
は
、
三
人
以
上
の
審

判
官
に
ょ
っ
て
、
納
税
者
と
税
務
署

の
ど
ち
ら
の
主
張
が
正
し
い
か
を
慎

重
に
審
理
し
、
合
議
を
重
ね
て
議
決

し
ま
す
。
と
の
議
決
に
基
づ
い
て
、

国
税
不
服
審
判
所
長
が
最
終
的
な
裁

決
を
し
、
審
査
請
求
を
し
た
人
に
通

知
し
ま
t

▽
費
用
は
か
か
ら
ず
手
続
は
簡
単

異
議
申
立
て
や
審
査
請
求
に
は
、

裁
判
所
の
よ
う
な
難
し
い
手
続
は
い

り
ま
せ
ん
し
、
弁
護
士
を
依
頼
す
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
費

用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

ξ
'
●
 
1
 
●
゛

長
に
対
し
て
「
審
査
請
求
」
を
し
て

救
済
を
求
め
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

▽
ま
ず
税
務
署
へ
異
議
申
立
て

税
務
署
か
ら
更
正
や
決
定
を
受
け

た
り
、
財
産
の
差
押
え
を
受
け
た
場

合
な
ど
で
、
そ
の
処
分
に
納
得
で
き

な
い
と
き
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を

受
け
た
日
か
ら
二
力
月
以
内
に
、
税

務
署
長
に
対
し
て
「
異
議
申
立
て
」

を
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
と
れ
に

よ
り
税
務
署
で
は
、
そ
の
行
っ
た
処

分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
ぅ
か
、
あ
ら

た
め
て
見
直
し
て
決
定
し
ま
す
。

と
の
異
議
申
立
て
は
、
必
ず
書
面

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
用
紙

は
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
な
お
不
服
の
と
き
は
審
査
請
求

異
議
申
立
て
に
対
t
る
税
務
署
長

の
決
定
に
な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は

国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
し
て
「
審

店
良桷村じ

/
f表代

理代良奈

仕奉
三

し寡

種各

.

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用

選
考
に
つ

才
レ
で
グ

▼
わ
制
、
カ

羨
、
タ

ー
、
勺
、
門

品
菓

来
年
三
月
の
新
規
高
等
学
校
卒
業

者
の
採
用
者
選
考
を
間
近
か
に
ひ
か

え
、
県
同
和
対
策
就
職
推
進
協
議
会

で
は
、
次
の
事
項
に
つ
き
留
意
き
れ

る
よ
う
望
ん
で
い
る
。

円
差
別
を
温
存
、
助
長
す
る
項
目
を

排
除
し
た
「
統
一
応
募
害
類
」
以
外

の
書
類
は
一
切
提
出
さ
せ
な
い
と
と

⇔
採
用
選
考
の
過
程
に
太
け
る
面
接

作
交
等
に
つ
い
て
も
「
統
一
応
募
書

類
」
に
記
載
さ
れ
た
項
目
以
外
の
と

食
冷
ト

主
凍

菓
冷

、
(

、

轟

と
に
つ
い
て
は
、
調
査
又
は
質
問
を

し
な
い
と
と
。
例
1
 
「
私
の
お
い
た

ち
」
「
私
の
家
庭
」
「
父
を
語
る
」

等
の
課
題

国
戸
籍
に
関
す
る
書
類
は
提
出
き
せ

な
し
と
と

四
採
否
の
通
知
は
、
速
や
か
に
本
人

と
学
校
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
通

知
t
る
と
と
。
不
採
用
者
に
つ
い
て

は
、
通
知
書
に
不
採
用
理
由
を
具
体

的
・
詳
細
に
記
入
の
と
と
。

^
埼
^
埼
,
^
^
崎
当
肝
^
六
^
,
埼
埼
^
と
埼
^
^
^
^
^
^
野
崎
一

ー
ー
ー
、
ー
】
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

当
^
^
仁
「
畍
、
^
一
,
、
、
、
、
、
,
 
m
^
r
 
^
^
、

州
再
凡
凡
角
角
角
糾
再
气
暑
'
、
4
邑
吾
4
魯
'
書
、
,
N
罫
府

'

て

゛

な
兆
、
本
人
に
対
す
る
不
採
用
通
知

は
学
校
を
通
じ
る
と
と
。

国
採
用
決
定
時
に
本
人
か
ら
提
出
さ

せ
る
書
類
は
、
採
用
に
対
t
る
応
諾

書
(
請
書
又
は
承
諾
書
等
)
の
み
と

し
、
そ
の
他
の
書
類
は
提
出
を
求
め

な
し
と
と

τ
ヨ
ム
=
一
冒
:
羣
二
三
一
一
三
=
・
Ξ
=
一
一
三
一
一
T
三
一
宅
一
.
'
ヨ

へ
q

.

霧
の
沢
友
の
眠
る
に
石
積
み
て

よ
ぢ
登
る
岩
の
割
れ
め
に
野
菊
咲
き

霧
冷
え
や
山
頂
の
木
々
立
ち
枯
れ
て

満
月
や
千
古
の
伽
監
浮
彫
に

吾
亦
紅
老
い
て
も
友
は
へ
だ
て
な
き

高
原
の
寄
生
木
喜
雨
に
濡
れ
に
け
り

コ
ス
モ
ス
や
富
士
を
眺
め
の
朝
の
卓

山
あ
ざ
み
映
せ
る
水
の
こ
と
に
澄
み

雲
流
れ
満
月
か
く
れ
つ
＼
皷

夏
果
の
秤
に
か
る
き
わ
が
身
か
な

小
包
を
と
け
ば
こ
ぽ
れ
ぬ
丹
波
栗

湯
け
む
り
に
柿
色
づ
き
て
露
天
風
呂

轟

お
好
み
呉
服

、

陸
一
戸
・
.
一
、

"
゛
、

ナ
 
J
、
ト
 
J
 
、
Y
 
、
、

二
奈
良
西
^
商
店
街

、
三
冨
1
1
W

七
、
、
゛
'
'
J
 
、
、
、
、
,
七
、
、
,
さ
'

^
^
員
^
冷
{
^

、
.
叉

張
所
・
渡
辺
一
夫
・
芝
辻
町
二
1
-

0
1
三
0
 
爲
辻
ビ
ル
内
)
・
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
製
販
・
・
御
四
0
八
六

マ
三
協
金
属
工
業
・
一
局
橋
正
治
・
疋

田
町
-
1
六
1
 
丁
鉄
工
業
・
伶
六

二
四
三

▽
協
和
貿
易
妹
・
千
早
稔
・
法
蓮

町
九
七
五
・
輸
出
入
業
・
⑳
一
八
六

八▽
き
も
の
た
む
ら
・
田
村
捨
幸
・
南

京
終
町
六
ー
ニ
ハ
・
呉
服
販
・
⑳
五

五
二
五

マ
三
盟
近
畿
味
奈
良
支
店
・
山
田
順

彦
・
油
留
木
町
一
七
・
測
量
機
械
コ

ン
。
ヒ
ユ
ー
タ
ー
販
・
⑳
五
三
一

▽
朗
割
烹
ま
つ
は
や
・
松
原
照
雄
.

学
園
大
和
町
五
1
三
三
・
料
理
寿
し

仕
出
し
・
兆
九
0
九
九

三
木
選

山
中

▽
良
美
屋
・
潮
崎
美
博
・
神
功
町
二

1
 
-
一
下
四
・
酒
類
販
・
⑳
三
四
六

0▽
マ
ル
ジ
ュ
ウ
生
花
店
・
稲
田
重
一

高
天
市
西
町
八
丁
生
花
販
・
⑳
0

五
王
ノ

▽
高
天
生
花
店
・
高
天
紀
丁
杉
ケ

東
町
-
 
0
丁
生
花
販
・
命
0
八
四

二▽
村
上
大
介
・
法
華
寺
東
町
ご
二
0

ハ
ー
一
・
古
物
商
・
圃
二
四
一
六

マ
十
兵
衛
ハ
ウ
ス
・
向
井
真
律
・
学

園
北
二
ー
ニ
ー
一
九
・
喫
茶
軽
食

⑬
六
0
0
七

マ
花
田
商
店
・
花
田
明
・
疋
田
町
三

1
六
1
-
九
・
冷
暖
房
機
器
販
修
・

⑮
六
九
三
八

▽
豊
國
金
網
産
業
脚
・
ハ
合
川
克
己
.

学
園
南
-
1
六
ー
ハ
・
金
網
製
販
・

⑬
七
六
六
三

▽
丸
誠
武
道
具
店
・
山
口
澄
子
・
六

官
町
-
ー
-
ー
ニ
丁
武
道
具
販
・

囲
五
一
六
一

▽
日
本
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
朗
奈
良
出
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ご婚礼家具
ドレッサー
書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

営業
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、
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